
様式第１号（第１０条関係） 

 

２０２５年度業務実績報告書 

提出日 2026年 1月 15日 

 

１．職名・氏名 教授・伊藤 貴文     

 

２．学位  学位 農学博士、専門分野 構造生物学、授与機関 京都大学、授与年 2006年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 化学実験 (2単位) 1年生 [教員 9名で担当] 

②内容・ねらい 

初めて化学実験を行うことを前提として、基礎スキル (器具の洗浄、天秤の利用法、レポー

トの書き方) の実習を行う。目的・原理を理解して、計画的に実験を進め、実験データを記録・

解析し、実験法の特徴や失敗原因などを考察しながら、レポートにまとめる方法を身につける。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 実験を行う 1 グループを 2 名とし、少人数できめ細かく指導できるように運営した。また、

ホワイトボードやパワーポイントを用いて、実験マニュアルだけでは伝わらないこともわかり

やすく説明することを心がけた。 

 

① 生物化学実験 (1単位) 2年生 [教員 10名で担当] 

②内容・ねらい 

化学分析の基礎と応用について実習を行う。基礎スキルの実習ならびに機器分析実験を実施

する。目的・原理を理解して計画的に実験を進め、実験データを記録・解析し、実験法の特徴

や失敗原因などを考察しながら、レポートにまとめる方法を身につける。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 実験を行う 1グループを 3～4名とし、少人数できめ細かく指導できるように運営した。 

 

①食品生化学実験 (1単位) 3年生 [教員 7名で担当] 

②内容・ねらい 

 食品成分の分析に関わる基礎的実験技術について実習を行う。特に、多成分分析の基本技術

とその応用について指導する。実験法の特徴や失敗の原因を考察しながら、分析化学の実験操

作の基本を習熟することを目標とする。さらに、得られたデータを回帰分析等で解析し、実験

結果をグループ討論やレポート作成を通じて考察し、食品分析に関わる基礎知識を習得する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

実験マニュアルだけでは伝わらないこともわかりやすく説明することを心がけた。 

 

①生物物理化学実験 (1 単位) 3年生 [教員 5名で担当] 

②内容・ねらい 

 酵素分析法の基礎と応用について実習を行う。実験法の特徴や失敗の原因を考察しながら、

分析化学および物理化学の実験操作の基本について指導する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

ホワイトボードやパワーポイントを用いて、実験マニュアルだけでは伝わらないこともわかりやすく説

明することを心がけた。 

 

①応用生化学演習 (1単位) 3年生 [教員 5名で担当] 

②内容・ねらい 

 「生物物理化学実験」の実験内容について理解を深めるために、課題解決型の演習を行う。

実験内容や実験技術の原理、理論についてさらに発展させて学習することを目標とする。そし

て、文献等による調査やグループ討論などを通じて、実験に関連して予め設定された課題につ



いて考察し、レポートとしてまとめる能力を身につける。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

Google classroomも利用して演習を行った。 

 

①化学 II (2単位) 1年生 

②内容・ねらい 

 生命科学を理解するために必要な有機化学の基礎知識を学ぶ。有機電子論に基づいて化学結

合を理解する。有機化合物の命名法や、官能基による分類法、各化合物の構造や特徴に関する

基礎的な知識の習得を目指す。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

毎週課題を Google classroom上に準備し、授業で解説を行うことで、理解を促した。 

 

①生物物理化学 I (2単位) 3年生 

②内容・ねらい 

 生命科学を、物理化学の理論および方法論の見地から考究するための基礎を学ぶ。熱力学を

中心として巨視的レベルでの現象やその解析法について解説する。題材として生命現象に関す

るものを選んで解説する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

演習を中心に授業を行うことで、理解がすすむように努めた。また、実際にどのように機器分

析として応用され、生命科学において重要な発見が見出されたかを説明し、興味をもてるよう

に努めた。 

 

①地域生物生産実習 (1 単位) 2年生 [オムニバス講義] 

②内容・ねらい 

民間企業の研究部門 (東洋紡 (株)バイオテクノロジー研究所) を訪問し、企業における研究

組織の内容や生産施設の実態等について見学する。研究の現場と生物に関わる生産の場を見学

し学ぶことにより、総合的な生物生産技術体系の特質を理解することを目指す。卒業後の進路

についても考える機会を提供する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

企業における研究活動に対する理解を深めることができるよう、2 年生にとって難しくなら

ないように紹介した。そして、理解したことをレポートとしてまとめる能力を身につけること

を目指した。 

 

① 生物資源学概論 I (2単位) 1年生 [オムニバス講義] 

②内容・ねらい 

 生物資源学部の特色ある研究領域について、本学部のカリキュラムと関連させて説明すると

ともに、担当教員の専門分野の研究を紹介する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

専門分野における知識と理解を深めることができるよう、1 年生にとって難しくならないよう

に、専門分野の研究を紹介した。そして、予め設定された課題について考察し、レポートとし

てまとめる能力を身につけることを目指した。 

 

① 生物資源学概論 (1単位) 2年生 [オムニバス講義] 

②内容・ねらい 

 生物資源学部の特色ある研究領域について、本学部のカリキュラムと関連させて説明すると

ともに、担当教員の専門分野の研究を紹介する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

専門分野における知識と理解を深めることができるよう、2 年生にとって難しくならないよう

に、専門分野の研究を紹介した。そして、予め設定された課題について考察し、レポートとし

てまとめる能力を身につけることを目指した。 



 

①専攻演習 (2 単位) 4年生 [教員 5名で担当] 

②内容・ねらい 

 応用生化学領域に関連する国内外の学術論文の読解力を習得するとともに専門分野における

知識と理解を深める。また、学術論文の内容を総括し発表する能力および討論する能力を養成

することや、さらに、本演習を通じて、卒業論文研究を進める上で必要となる科学的な思考力

と解析力を身につけることも目的とした。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学生が専門分野における知識と理解を深めることができるよう、実験室において学生がその

知識を利用した実験技術を習熟するまで指導した。また、演習後にはレポートを課すことで知

識を整理し、理解度の向上を図った。 

 

①卒業論文 (8 単位) 4年生 [教員 5名で担当] 

②内容・ねらい 

 卒業論文のテーマについて実験し、その成果を論文としてまとめる。この過程で、研究の進

め方や思考方法など論文作成に関わる基本、様々な実験・調査・解析の方法、実験技術や情報

技術を習得する。また、論理的な記述力や考察力、中間発表における討論や卒業論文発表など

でコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を身につける。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学生が専門分野における知識と理解を深めることができるよう、実験室において学生がその

知識を利用した実験技術を習熟するまで指導した。また、教科書や論文をともに検索するなど

して、知識を整理し、理解度の向上を図った。科学論文の文章や図の書き方、見せ方も丁寧に

指導した。 

 

①バイオサイエンス基礎 (2 単位) 1～4年生 [教員 7名で担当] 

②内容・ねらい 

化学的および生物学的手法を用いて、生命の構成要素や仕組みを解明し、普遍的な原理を追求

することで、生命現象を理解する学問であるバイオサイエンスについてその技術と応用をがん

論の形で紹介した。また、レポートや課題を課して、科学的な思考力と解析力を身につけるこ

とも目的とした。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学生が知識と理解を深めることができるよう現在のバイオサイエンスの技術や応用を広く紹介

した。また、レポートを課すことで知識を整理し、理解度の向上を図った。 

 

①構造生物学 (2単位) 大学院博士前期課程 [教員 3名で担当] 

②内容・ねらい 

生体高分子の立体構造に関する基本原則、タンパク質生理機能の立体構造に基づく理解につい

て講述する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

知識を整理し、理解度の向上ができるよう、毎回、演習を行うなど努めた。 

【ゲストスピーカー 3人 (1 件, 株式会社ジーンデザイン)】 

 

①生体物理化学 (2 単位) 大学院博士前期課程 [教員 4名で担当] 

②内容・ねらい 

生物資源学、生命科学に必要な物理化学の基本概念を、具体例を挙げながら講義する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学部での講義の復習も加えて、知識を整理し、理解度の向上ができるよう、演習を行うなど

努めた。さらに、報告書を作成させ、それを発表させた。 

 

①応用生化学専攻演習 (4単位) 大学院博士前期課程 [教員 5名で担当] 



②内容・ねらい 

 生体機能分子の構造と機能、その応用に関する最近の進歩や重要な問題点について、専門書

や研究報告の購読を行い、その内容について討論する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学生が自分の研究内容を専門分野外の方にも伝える経験をさせ、知識を整理し、理解度の向

上ができるように努めた。また、科学論文の文章や図の書き方、見せ方も丁寧に指導した。 

 

①応用生化学専攻実験 (4単位) 大学院博士前期課程 [教員 5名で担当] 

②内容・ねらい 

生体機能の分子機構の解明とその応用、特に物理化学的および分析化学的研究、また有機合

成化学、遺伝子工学、X 線結晶構造解析などにおける実験手法、結果の整理と考察、まとめ方

について修得する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

専門分野における知識と理解を深めることができるよう、実験室において学生がその知識を

利用した実験技術を習熟するまで指導した。 

(2)その他の教育活動 

①  



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

【0冊】 

②学術論文（査読あり） 

1. Direct observation of importin α family member KPNA1 in axonal transport with or without a 

schizophrenia-related mutation. Mizuno K., Sugahara M., Kutomi O., Kato R., Itoh T., Fujita S., and 

Yamada M. J. Biol. Chem. 301, 108343, 2025. 

【1報】 

③その他論文（査読なし） 

④学会発表等 

1. 伊藤貴文, 片岡奏人, 金子悠真, 日び隆雄, 木元 久. Paenibacillus属細菌由来新規マルトース

結合タンパク質の構造解析, 日本農芸化学会 2025年度大会. 

2. 寺尾和香菜, 水野克俊, 加藤諒大, 藤田聡, 伊藤貴文, 山田雅己. 細胞内 pH 変化に依存した

神経細胞遊走の可逆的な方向転換 (Kibisu-gaeshi) の分子レベルでの機序解析. 日本生化学北陸

支部第 43回大会. 

3. Kutomi O., Mizuno K., Itoh T., and Yamada M. Analysis of molecular mechanism in localization of 

KPNA1/importin α5 into nucleolus. 第 77回日本細胞生物学会・第 58回日本発生生物学会 合同

大会. 

4. Terao W., Mizuno K., Kato R., Itoh T., Fujita S., and Yamada M. Intracellular pH and Actin Dynamics 

Coordinate Reversible Migration in Cerebellar Granule Cells (“Kibisu-gaeshi”). 第 77回日本細胞生

物学会・第 58回日本発生生物学会 合同大会. 

5. 久冨理, 水野克俊, 伊藤貴文, 山田 雅己. 核移行因子 KPNA1/Importin α5の核小体局在の分

子機構とその機能的意義の解析. 第 98回 日本生化学会大会. 

6. 水野克俊, 水野なつみ, 柴小菊, 稲葉一男, 伊藤貴文, 折坂誠, 山田雅己. マウス精子におけ

る核外タンパク質メチル化の機能解析. 第 98 回 日本生化学会大会. 

7. 寺尾和香菜, 水野克俊, 加藤諒大, 藤田聡, 伊藤貴文, 山田雅己. 細胞内 pH 変化に応答した

神経細胞遊走の可逆的方向転換 (Kibisu-gaeshi) に関する分子機序の解析. 第 98 回 日本生化

学会大会. 

8. 水野克俊, 寺尾和香菜, 加藤諒大, 藤田聡, 伊藤貴文, 山田雅己. 細胞内 pH 変化に応答した

神経細胞遊走の可逆的方向転換「Kibisu-gaeshi」の分子機序. 第 48回 日本分子生物学会年会. 

9. 芝田宙 , 水野克俊 , 伊藤貴文 , 山田雅己 . 近接依存性標識法を用いた神経細胞内

KPNA/importin αのタンパク質相互作用解析. 第 48回 日本分子生物学会年会. 

10. 久冨理, 水野克俊, 伊藤貴文, 山田雅己. 核移行因子 KPNA1/Importin α5 の核小体局在の分

子機構と細胞機能における役割の解析. 第 48 回 日本分子生物学会年会. 

【10件】 

⑤その他の公表実績 

【0件】 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【外部資金】 

1. 2023-2026年度 科学研究費助成事業(基盤研究(C)) 「Paenibacillus 属細菌によるキチン利

用機構の解明」 130 万円 (2023 年度)、143 万円 (2024 年度)、104 万円 (2025 年度)、91

万円 (2026 年度) 研究代表者 

【学内資金】 

(3)特許等取得 

 

(4)学会活動等 

公益社団法人 日本農芸化学会 英文誌編集委員 (2025年度) 

公益社団法人 日本農芸化学会 中部支部 幹事 (2025年度) 

日本農芸化学会 2025 年度大会 座長 (2025年 3 月) 



 

 

 

５．地域・社会貢献活動 

武生東 2年生 理数探求対応 

高校理科教員との懇談会 (8 月) 

2026年度 R8年度 新入生 事前学習説明会 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

2025年度 福井キャンパス放射線安全委員会、放射線取扱主任者 

2025年度 教育研究委員会 

2025年度 時間割・共通科目検討協議会 

2025年度 既修得単位認定委員会 

(3)学内行事への参加 

2025年度 オープンキャンパス 

学科セミナー (12月) 

(4)その他、自発的活動など 

超遠心機点検対応 (5月, 11月) 

X 線回折計点検対応 (6月, 11月) 

質量分析装置点検対応 (12月) 

 

 


